












































早稲田 454名 266名 58．59劣
明治 384 200 52．08






















































































































































































































































































1時間未満及び1時聞台 59 6ガ 55 61
2時聞台 28 30 27 27
3時間台 8 7 10 7
4時間台 3 2 3 4













よくある 2 1 2 3
ときどきある 9 7 2 18
ほとんどない 42 坐 31 50







































弓 合計 早稲田 明治 学芸
＝＝??ー??ー???
45 50 52 31
一
■ 文化系サークル 13 15’ 一11 L14
体育系公認クラブ n 4 7 22・
文化系公認クラプ 7 6 7 8
他の活動 3 2 3 6
所属Lたことがない 9 一3 12 13
．所属したことがあるが，


























合　計 早稲田 明　治 学　芸
小遺が足りない 50 58 57 35
生活費，学費，その＝他の一部を補うため 27 21 22 38
生活費，学費のため
絶対必要 11 7 9 16
必性性はあまりない 8． 10 7 6








































大いに満足している 3 2 4 3
満足している 33 34 22 43
不満足のことが多い 27 29 31 20
不満足である 8 8 9 6








































































1合計1早稲田j、明治 学芸 f男 1女
中学時代 19．7 14．4 18．4 28．2 17，3 29．O
高校時代 34；O35．1 2ユ．7 45．8’ 29．6 5ユ．O
浪人時代 45．550．O 59．923．9 52。．1 20．q












中学時代 34．435，5 20．746．7 33．338．9
高校時代 35，635，5 31，O40．O 31．950．O
浪人時代 27．825，848．3 10．O 31．9 11．1

































中学時代 14．3 11．1 25．O 12．5 16．7 O．O
高校時代 57．1 66．7 50．0 50．O 55．666．7
浪人時代 9．5 O．0 25．0 12．5 5．6 33．3









合計 早稲田 明治 学芸 男 女
多読 25．723．3 25．529．4 25，5 26．8
努力 31．1 31．733，827．2 33．2 22，7
学校の授業 5．7 3．7 2．1 12．5 2．7 17．5
学校の先生 2．3 1．6 O．0 5，9 1．3 6．2
塾と予備校の授業 8．3 9．O 6．2 9．6 7．8 10．3
塾と予備校の先生 4．3 3．2 7．6 2．2 4．8 2．1
受験勉強 17．0 20．1 15．2 147 17，4 15，5


























合計 早稲田 明治 学芸 男 女
和文英訳をたくさ
んこなした 22．420．O 23．1 24．1 20．927．8
努力 361533．3 38．5 37．9 40，3 22．2
学校の先生 9I4 6．7 7．7 13．8 9．O 11．1
学校の授業 5．9 6．7 O．0 10．3 4．5 11．1
塾と予備校の授業 4，7 6．7 3．8 3．4 6．O O．O
塾と予備校の先生 1，2 O．O 3．8 O．0 1．5 O．O
受験勉強 15，313．3 19．2 13．8 11．9 27．8
その他 ＆2 20．O 3．8 O．O 9．O 5．6L比率の高い順に3位までを並べる（rその他」を除く）と，次のようになる。
＼ 合計 早稲田 明治 学芸 男 女
ユ












1合計’早稲田 ■明治 ■学芸f1男 f女
FEN 18．4 5．3 40．O叫O 10．8 41．7
ラジオ・テ1／ピの講座 24510，5 30．O 35．O 18．9 41．7
学校の授業 12．221．1 10．O 5．O 13．5 8．3
E．S．S 6．1 1O．5 0．0 5．O 5．4 8．3








ぺ 合計 早稲田 明　治 学芸 男 女
フジオ・
テレビの 学校の授業 F　E　N ラジオ・テレ ラジオ・テレ1 ビの講座 ビの講座 F　EN講座 41，7
24．5 21．1 40．O 35．O 18．9
フジオ・アレ フシオ・アレ F　E　N ラジオ・テレビの議座 ビの講座 英語の歌を聞 ビの講座2 F　E　N 10．5 30．O 20．O いて 41．7
E．S．S 英語の歌を聞いて 英会話教室 英会話教室
18．4 10．5 30．O 20．0 16．2 16，7
F　E　N 学校の授業
5．3 8．3
英語の歌 英会話教室 学校の授業 英語の歌を聞 学校の授業 E．S．S3 を聞いて 5．3 いて 8．3
英語の歌を聞 ’ 英語の歌を聞
いて いて




合計 早稲田 明治 学芸 男 女
ラジオ・テレピの講座 9．1 10．O 25．0 O．O 11．1 0．0
E，S．S 27．3 30．O 0，O 37．5 33．3 0．0
学校の授業 4．5 O．0 0．O 12．5 O．O 25，O
努カ 18．2 10．O 25．O25．O 16．7 25．O
海外体験 27．340．O25．O12．5 22．250．O
その他 22．7 20．O50．O 12．5 27．8 0．O
比率の高い順に3位までを並べる（rその他」を除く）と，次のようになる。
＼ 合計 早稲田 明治 学芸 男 女
I
?????．?，???．?



































読む 1．3 1．ユ O．O 2，8 0．9 2．7
















合計 1早稲田 ’明治j学芸1j男 女
話す機会が（あまり）ない 49．2 48．945，6 52．9■　48．4 52．0
受験中心の英語教育 23．9 23．425．623，1 22．3 29．3
勉強不足 16，0 25．5 11．1 7．7 19．1 5．3
話しぺた・性格のせい 6．0 4．4 4．4 9．6 5，5 8．0
その他 9．1 4．4 14．4 10．6 9．4 8．O
比率の高い煩に3位までを並べる（「その他」を除く）と，次のようになる。
ポ 合　計 早稲E日 明　治 学芸 男 女
1
?????（???）????．? ?????（???）????．?
話す機会が（あまり）たい　　45．6 話す機会が（あまり）ない　　52，9 話す機会が（あまり）ない　　48．4 話す機会が（あまり）ない　　52．O
2
受験中心の英語教育　23．9 勉強不足　25．5 受験申心の英語教育　25．6 受験中心の英語教育　23，1 受験中心の英語教育　22．3 受験中心の英語教育　29．3
3
勉強不足　16．0 受験中心の英謡教育　23．4 勉強不足　11．1 話しべた・性格のせい　　96 勉強不足　19．1 話しべた・性格のせい　　8．O
〔聞くの場合〕
』合計1早稲田1明治1学芸1』 男1女
英語教育体制の欠陥 ’泌・1舳い・・ 26．91… ’25．6
ヒヤリソグの機会がなかった（少なかった） ’…1舳38，9 31．3 31．3’38．5

















































勉強不足 3＆2 38．944．435．5 36．842，1
単語力，構克文
法などの力不足 25．O 19．4 11，1 35．5 24．6 26．3
書く機会が少ない 19．7 22．2 22．2 16．1 21．1 15．8
その他 19．7 19．4 22．2 19，4 19．3 21．1
比率の高い煩に2位までを並べる（「その他」を除く）と，次のようになる。
パ 合　計 早稲因 明　治 学　芸 男 女






2 少ない ない ない 文法などの力どの力不足 文法などの力不足 不足

































































































’合計 』早稲田1 明治 一学芸1男 j女
国際人、国際杜会 ！61．2 65．063．6 55．6 61．560．O
将来フラ：■スなどに
行った時，役立っ 12．2 25．O 9．1 O．O 15．4 O．0
教養として 28．6 15．O 36．438．9 25．640，0















































































合計 早稲田 明治 学芸 男 女
英語に力を入れるべき 16．7 22．8 14．3 12．2 18，1 10．6
将来用いる可能性が少ない 17．1 25．O 11．7 13．4 16．7一 19．工1
将来用いることがない 23，1 8．7 37．7 25．6 25．5 12．8
教養とLて 2．8 1．1 O．O 7．3 1．O・ 10．6
選択にすぺき 1ユ．2 7．6 9．1 17．1 9．3 191
時問数が少なくて身につかな 25．9 28．3 23．4 25．6 22．540．4い













＼ 一合計 早稲田 明治 学芸 ???? 女時間数が少時問数が少 将来用いるこ 時間数が少抵 将来用いるこ 時間数が少な
なくて身に なくて身に とがない くて身につか とがない くて身にっか







































合計 早稲田 明治 学芸 男 女
英語または他の科目
を増やしてほしい 19．1 21．4 22．2 6．3 20．7 0．O
将来用いることがなL 38．3 31．O 41．750．0 40．2 14．3
選択にすぺき 10．6 16．7 2．8 12．5 9．2 28．6
時間数が少なくて身
につかない 23．431．O 16．7 18．8 20．7 57．1





























合計 早稲田 明治 学芸 男 女
スマートな印象 21．425．3 23．0 15．5 23．9 12．9
他人からすすめられて 5．1 6，1 5．7 ＆4 5，1 5．O
フラソスとその文化にひかれて 23．222．9 12．6 32．5 18．9 38．1
国際的通用度が高いと思って 16．2 20．O 13．2 14．1 16．0 16．5
発音の美しさに魅了されて 15．8 14．3 12．6 20．4 13．0 25，9．
英語に比較的似ていると思って 2．4 3．7 O，6 2，4 2．5 2．2
他の外国語から回された 5．4 5．3 12．1 0．O 7．O 0，O
文献・資料などを読みたかった 3．O 1．2 1．1 6．8 2，1 6，5
以前フランス語に触れたことがある
2．2 2，4 0．O 3．9 1．4 5．O






































































































































































ほぽ完全にできる 1．2 3．O O．O O．O 1，5 O．O
あまり間違わない 15．7 20．8 13．9 11，1 16．6 12，2
よく間違える 5a660．252．7 52．5 54．659．2




































英語読みで 22，O 19．2 21．4鴛1 21．424．1
ローマ字読みで 15．O 15．9 19．4 16．4 10．1
ただ書くだけ 13．1 19．2 7．8 9二5 13．9 10．1
適当に 36．234．4 35．9一 39．O 33．6I45．6
」眺めることで 17，8 16．6 20．4 17．1 17．9 17．7
〔全く駄目と答えた老〕
，合計」 早稲田1 明治 ，学芸11男 1女
英語読みで 19．ユ 22．O21．215．8 21．■ 12，2
’　　　　　　　　　’
ローマ字読みで 142 9．8 16．7 14．5 12．O 22．O
■ 一
ただ書くだけ 8．2 4．9 6．1 11．8 8．5 7．3
適当に 45．45L239．447．4 45．1 46．3

















































































動詞変化 9．4 10．O 9．1 9．1 10．O 7．7
理解してしまえぱやさしい 17．9 20．O 4，5 22．7 16．3 23．1
初めて学ぶのだから 13．2 15．0 36．4 O．0 17．5 O．O
文法が細かい 7．5 10．O 4．5 6．8 7．5 7．7
英語をやってきたので 32．1 22．5 31．840．9 28，8 42．3
勉強不足 26．4 27．5 18．2 29．5 23．8 34．6













































































































合計 早稲田 明治 学芸 男 女
○時聞O回 7．6 2，1 15．O 16．7 8．2 O．O
50分1回 3，8 6，4 O．O O．O 4．1 0．O
50分2回 5，1 6，4 O，O 8．3 5．5 O．0
60分i回 40，542．650．O16．7 41．1 33．3
60分2回 16．5149 15．O25．0 15．1 33．3
90分1回 16．5 19．1 20．O 0．0 17．8 O，0










合計 早稲田 明治 学芸 男 女
50分3回 ・3．O O．O 0．O 4．9 2．6 3，7
50分4回 ．2．3 7，1 O．O 1．2 3．8 O．0
60分3回 27．3 10．7 13．O 37．0 23．1 33，3
60分4回 8．3 10．7 21．7 3．7 10．3 5，6
60分5回 4．5 10．7 4．3 2．5 5．1 3．7
70分3回 3，O 7．1 0．O 2．5 2．6 3．7
80分2回 3．8 O．O O．O 6．2 2．6 5．6
90分2回 5．3 O．O 0．O 8．6 2．6 9．3
90分3回 12．1 21．4 17．4 7．4 14．1 9．3
90分4回 6．1 17．9 13．O O．O 7．7 3．7
その他 24．2 14．3 30，425．9 25．622．2
時間と回数が以上のように分散Lているので，数値の大きい上位3番目（rそ
の他」を除く）までを挙げてみることにする。
＼ 合計 早稲田 明治 学芸 男 女
1 60分3回　27．3 90分3回　21．4 60分4回　21．7 60分3回　37．O 60分3回　23．1 60分3回33．3
2






























早すぎる 21．4 29，9 15．7 16．4 23．1 15．2
早い 36．8 39．5 39．1 31．3 3τO 35．9
遅すぎる 0．1 O．4 O．O 0．O O．2 0＝O
遅い 1．9 0．4 1．5 4．2 1．7 2．8




























j合計 ’早稲田 ’明治 学芸1j男 1女
全くLない 17．4 14．9 26．3 12．1 20．2 7．O
30分未満　、 12．3 12．2 6．8 17．5 一10．4 19．O
30分以上～1時間台25．7 16．5 29．5 33．5 23．234，5
2時閻台 21．222．4 19．5 21．4 20．8 22，5・














パ 合計 早稲田 弱治 学芸 男 女
30分以上～2時問台 30分以上～ 30分以上～ 30分以上～30分以上～1 1時問台 1時聞台 1時間台 1時間台 1時間台
25，7 22．4 29．5 33．5 23．2 34．5
2時間台 30分以上～全くし在い 2時間台 2時間台
1時聞台
2時間台2
21．2 16．5 26，3 21．4 20．8 22．5


























合計1早稲田1明治 1学芸！??? ’： 女■
非常に多い 1．5 0．O 3．O 1．9 ［13 2．O
多しぺ 11．1 6．8 13．4 14．4 9．9 15・6．
適当 ヨ79．3 84．581．6 70．8 8㏄O！　8．81　　　176．9

























明治 学芸 男 女
〔
1o人一 30．O16．7 50．0 14．3 66．7
15人」 20．O16．7 25．O 28．6 O．O
：｝：1l；　　　…30人110．O．16．7 25．0 14．3 33．3
16．7 0．O 14．3 O．0
16．7 0．0 14．3 O．O




早稲田 明治 学芸 男 女
　　■10人1ユλ0 11．ユ 7．4 16．7 9，4 18．2
15人 8．0 ユ6．7 3．7 6．7 9．4 4．5
20人52．0 55．6 48．1 53．3 54．7 45，5
25人 2．7 5．6 O．0 3．3 3．8 0．O
30人 18．7 5．6 29．6116．7 15．1 27．3一


















1　回25．433．3 10，O O．O 28．1 O．O2　回12．7 18．8一 O．O O．O 10．9 28．63　回16．9 20．8 5．O 33．3 15．6 28．64　回 5．6 4．2 5．0 33．3 4．7 14．35　回 5．6 6．3 O．O 33．3 3．1 28．6











































合計 早稲田 明　治 学芸 男 女
日仏学院，アテネ・7ランセ，その他の教育機関 　8（3．7） 　2（2．4） 　1（3．6） 　5（4．8） 　4（2．9） 　4（5．0）


























合計 早稲田　明治 掌表 男 女
目仏学院，アテネ・フラツふ，その他の教育機関
　5（3工3） 　2（4．．2） 　3（3．7） 　2（2．9）
ラジオ議座 　28（ユふ5） 　10（20．8）　7（3＆9） 　11（12．9）　22（2＆8） 　6（8．7）
テレビ講座 　24（15，9）　10（20．8）　5（27．8） 　9（10．6） 　16（ユ9．5） 　8（1ユ．6）
教科書テーブ 　89（5＆9） 　22（45．8）　2（11．1） 　65（76．5）　30（36．6）　59（85．5）
その他のテープ，ビデオ，レ＝！一ド 　19（12．6）　7（14．6） 　4（22．2） 　8（9．4） 　17（20．7） 　2（2．9）























































絶対必要 必　　要 あまり必要でない 不必要
目仏学院パアテネ・フラ
ンセ，その他の教育機関 9．5 2．7 Z3一 0，O
ラジオ議座 23．8 19I2 13，6　一 16．7
テレピ講座 4τ6 13．7 6．8 8．3
教科書テープ 42．9 63．0 63．6 50．O
その他のテープ，ビデオ，
















、 5合計1早稲田 ，明治」 　十1学云」1男1女
○回 6．3 4．5 5，6 9．ユ 壱．8 4．2
1回 工6．5 140 22．2 14．4 18．4 9．7
2回 72．074．7 66．7 73■ 68．983．3
3回 3，3 ゑ．5 4．O 1．O 3．8’ 1．4





合計 早稲田 明治 学芸 男I 女
○　回 26．5 16．3 36．231．7 27．9 22．1
1　回 3．2 3．6 3．1 2，8 3．7 1．8
2　回 36－348．O2プ6 28，3 37．5 32．7
3回、 6．8 8，2 8，7 3．4 8．2 2．7・4　回 10．O 11．2 6．3 11．7 8，5 15．O
5～8回 工0．7 8．2 13．4 11．7’ 9．9 13．3
10～12回 λ6 1．0 O．8 冬2 0．6 8．8
13回以」二，毎回 3．8 3．6 3．9 4．1 3．9 3．5
　全体の平均ではr2回工（36．3％）1が最も多く，次いでr0回」（26．5劣）が
続く。
　学校別で見るならぱ，早稲田ではr2回」（48％）が最も多く，次いでr0
834
　　　　　　第2外国語としてフラソス譲を履修する学生の現状報告　　　　285
回ユ（16．3％〉が続く。明治ではr0回」（36．2％）が最も多く，次いで「2
回」（27．6劣）となる。学芸は明治と同様であり，rO回」（31．7％）が最も多
く，次いでr2回」（28．3％）という緒果である。
　男女別では，男女ともにr2回」が最も多く（男子37．5％，女子32．7％），
次いでr0回」と答えた学習者カミ，男子では27．9劣，女子22．1劣となっている。
　予想通り，大きな試験「2回」，小さな試験「2回」が最も多かったわげで
ある。
　次に，小さな試験をr3回」以上r13回以上及び毎回」までを合計すると全
体では33．9劣となり，大学別に見ると，早稲田32．2％，明治33．1劣，学芸37．1
％である。男女別では，男子31．！％，女子43．3％となる。
　こうLた結果を見て学生に好意的な評価を下すならぱ，男子学生は自分自身
で実力を付げていきたいと考えており，一方，女子学生は学校で試験をまめに
やってもらうことによって力を付げたいとする学校依存タイプと言えるであろ
う。
　小試験は，学生が苦手としている動詞の活用に有効であり，また簡単なディ
クテも発音に関しての学生の関心を呼びさますことに有効だと考える。それ故
に，時間の許すかぎり，様々な小試験を実施すれぱ，当然ながら学生たちに刺
激を与えることになるL，教師にとっては学生の習得度を確認できる。
　私の経験では小試験の場合には，テストが終了次第，答案を交換させ，訂正
させる。それをもう一度，各々の学生の元に返させ，間違いを確認させ，回蚊
し，次の時間に返すようにする。
　学生たちも比較的楽しみ愈がら他人の答案を訂正し，また友だちが直した答
案を見ることで刺激を受げ，クラスが明るく活発になり，クラスとしてのまと
まりが出てくることを感じている。
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12．フランスという国から，具体的に何が思い浮かびま’すか，またはどんな
関心がありますか。3つお書き下さい。
合計
映　　画　　　　　16．2
料　　理　　　　　25．0
ワイ　ソ　　　　　　22．3
ファッショソ　　　　　22．O
音　　楽　　　　　4．6
美　　術　　　　　11．1
干　　　　　　　　　6．7スポーツ文　　学　　　　　　　　　5．2
歴　　史　　　　　12．8
歴史上の人物　　　21．4
セーヌ川　　　　　37．9
記念建造物　　　　51．7
地理・風土・農業　26．3
その他　　　　　20．9
早稲田
15，7
21，4
23，4
22．6
7，3
12．1
6．0
4，8
12，9
31，0
37，5
51，6
25，0
19．O
明　浴
26，3
21，8
21，8
19．6
0．6
6．7
6，1
2．8
9，5
21，2
39，1
57，5
23，5
16．8
学芸1
7，8
32，4
21，6
23．5
4，9
13．7
7．8
7，8
15．7
9，8
37，3
46，6
30，4
27．0
18，2
21，6
23，3
19．6
4，7
10．6
8．6
4，7
12，4
25，3
37，3
49，6
26，5
20，8
女
9，2
36，9
19，1
30．5
4，3
12．8
0．0
7，1
14．2
7，8
39，7
58，9
25，5
21，3
　全体，犬学別，男女別に，各々上位6位までを比率の高い順（rその他」を
除く）に並べてみることにする。
　全体の場合：
1．記念建造物（51，7％）
2．セーヌ川（37．9％）
3、地理・風土・農業（26．3劣）
4．料理（25劣）
5．　ワイン（22．3％）
6．　ファッション（22劣）
犬学別：
早稲田の場合には
1．記念建造物（51．6％）
2．　セーヌ川（37．5劣）
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3．歴史上の人物（31％）
4．地理・風土・農業（25％）
5．　ワイン（23．4％）
6．　ファッション（22．6％）
明治の場合には
??
??
??
??
．5．
??
記念建造物（57．5劣）
セーヌ川（39．1劣）
映画（26，3劣）
地理・風土・農業（23．5劣）
料理（21．8％），ワイ：■（21．8劣）
歴史上の人物（21．2％）
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学芸の場合には
?
??
??
??
??
??
記念建造物（46．6劣）
セーヌ川（37．3劣）
料理（32．4劣）
地理・風土・農業（30．4劣）
ファヅション（23．5％）
ワイン（21．6％）
男女別三
男子の場合には
??
??
??
・4．
??
記念建造物（49，6劣）
セーヌ川（37．3劣）
地理・風土・農業（26．5劣）
歴史上の人物（25．3％）
ワイソ（23．3劣）
83？
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6．料理（21．6劣）
女子の場合には
早稲田商学第320号
1．記念建造物（58．9劣）
2．　セーヌ川（39．7劣）
3．料理（36．9劣）
4．　ファッシ目ソ（30．5劣）
5．地理・風土・農業（25．5％）
6．　ワイン（19．1％）
　学生のフラソスに対するイメージは，全体，学校別，男女別，ともに1位に
はr記念建造物」2位には「セーヌ川」がきている。テレビ，雑誌，ポスター
などを通して目常的に日本人が目にしたり，読んだりするものを通して出来上
がったイメージ，すなわち観光名所的なものを，学生たちも同じように思いう
かべているわげである。最近のブームであろうか，「料理」，「ワイ：／」にも関
心をかなり寄せており，とりわげ，女子では，「料理」が3位に入っている。
全体の平均でも，「料理」は4位，「ワイン」は5位となっている。
　学校別も，全体の傾向とほぼ同じであ飢男女別では，男子の3位には「地
理・風土・農業」4位にはr歴史上の人物」であり，女子の3位には，先に見
たように「料理」，4位にはrファッション」であり，男女の差異が感じられ
る。
　では，次に最も関心の低いものを比率の低いものから順に3つ重でを全体の
平均でみると，最も比率の低いものは，r音楽」，次に「文学」，3番目に「ス
ポーツ」とたり，これら3つの分野は，学校別，男女別でも，その煩位こそ違
っているが，同じように入っている。
　全体の学生の専攻分野から考えるならば，r文掌」，r音楽」が下位に入って
いることは，幾分理解できるわげであるが，同時に時代が確実に変っているご
とを実感し，寂Lさも感じるのである。私とすれぱ，政治とか経済，歴史など
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の分野の率が，もっと上位を占めると想象していたわけである。　　、
　以上のように学生のフランスに対するイメージ，関心がつかめたわげである
がテキスト作成の場合，こうした彼らの関心をひくもの；また逆に新たなるフ
ランス観，関心を呼びさますようなものを教科書に取り入れることにより，学
生を活性化し，第2外国語への意欲をかき立てることができると考える。こう
した面からのテキストの研究も必要であろう。
結びにかえて
　大学ρ大衆化と共に，精神駒に幼い，また勉学意欲に乏しい学生が増えてき
ていることを実感していたわげであるが，このアソケートを通して改めてその
ことを思い知らされたわけである。
　このアンケートの数字の中身を私なりに分析と検討を加えてきたわげである
が，最も印象に残ったことはフランス語学習への動機と取り組みカミあまりにも
消極的であることである。全体的に見て，学習環境1は一昔前よりずりと改善さ
れ，更に，テープ，カセット，ビデオ，辞書，入門書なども豊富で，すぐれた
ものが多くなっているが，それらを利用する本人自身に問題都ある場合には，
手のうちようかないわげである。Lかし，犬学と教員ぱこうした学生に対し，
学習動機と意欲を引き出すための工夫と対策を考えることが必要では肢いかと
恩うわけである。
　今回のアンケート調査を通して，フラソス語，幅広く考えるならぽ第2外国
語がかかえている様々な間題点が浮かんできたわげであるカ；，萩自身夫きな問
題点と掩えた4点を指摘したいと考える。
　（1）同一クラスに，フラソス語に対する学習動機がしっかりLており，なおか
つ学習意欲の高い学生と，全くフランス語を学習する碗憧，意義を認めない学
生，更にこれら爾考の学生の中間層ともいえる学生，すなわち語学廷対し教養
的な面を求める学生がいるわげである。こうした異なる学生が，同一クラスに
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存在しているわげであり，どの学生にも伺量，同質のフランス語教育を与えるこ
とが必要なのかどうかの撤底的な討議が開始されることが望ましいと考える。
更にかリキ世ラム編成に柔較性を持たせ，多様化を図り，とりわけ学習動機と
意欲の高い学生のフランス語の力が伸びるようなより親切で，綴密なカリキュ
ラムを用意してもよいのではないかと提言Lたい。
　（2）文法に関して言えぱ，各大学，各学部の位置づげ，目的によって異なるわ
けであるが・文法と授業進度g今回の結果から考えるたらぱ，文法の目標が一
般に高すぎる傾向にあるように考える。それ故に1年で初級文法を終えようと
せずに，1年半，場合によっては2年かけてもよいのではないかと考える。1
年次に何もかも教え込むといった姿勢よりも，まず何を教えないかということ
も考えるべきであり，そうした教科書も増える傾向にある。しかし，文法の何
を教え，何を外すかの取捨選択は，正当な根拠に基づいて行なわれなげれぱな
らないと考える。
　（3）授業外でのフラ：■ス語学習に教科書テープの利用をLている学生が多かっ
たことから，あくまでもテープの利用者が全くのフランス語の初心著であるこ
とを考慮に入れた自宅学習用のテープ，また教室で禾帽しやすいように能率と
学習劾果を考慮1した教室用テープの充実と改良こそ，早急に手を付けるべきこ
とだと考える。
　（4）学生のフランスに対するイメージ，関心を把握することは，とりわけ中級
用の教科書の作成，あるいは選択の際たどに利用できるのである。学生の関心
をひくもの，恩い出すものが内容に盛られている教科書を利用することで，学
習する学生の力として利用L，学力向上に生かせ．ること蔀できると考えられ
る。」
　ま把’逆に教師の判断で学生の関心のないもの，薄いものが内容に含まれて
いる教科書を作成したり，選択することにより，逆に新たなるフランス観，あ
るいは輿味などを呼び起こし学生たちを活性化L，第2外国語への意欲をか
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き立てることができると考える。
　例えぱ・私自身・他の先生方との共綴とい・う形で，朝日出版牡よ。り，」スイス
人女史Clarisse　Desilesの手になる日本旅行記『日本との出合い』（A　la　ren－
contre　du　Japon）（1981年）を利用して申級用の教科書r北海遣の春』（Pri阯
temps　en　Hokkaido），r九州の秋』（Automne註Kyushu，両編共1984年），
r魅惑の長崎』（Fa§cinante　Nagasaki，1985年）を出版したわけであるが，
そのねらいは以下のようなことである。
　この本の筆著の文章には，口語に近い文体，スピ’イディー次筆運び，奔放な
庇楡，幾分か饒舌な’口調などがあり，折目正Lい言葉使いや文法の規範たうま
く収まった構文に触れてきた学生には読みづらさ，日本語にうまくそきないも
どかしさを感じさせてしまうのである。しかし，フラシス語の世界がいわゆる
古典的な文章だけで構築されているわけでぽなく，むLろ，現代フランス語と
いうものは，’多少とも本書のよ’うな傾向にあるのである。ヒうし走意味で，学
生になるべく早い時期に現代フランス語に接Lてもらうことを願ったわげであ
る。
　また，すでに本論で見てきたように，第2外国語の必要性，またはフラソス語
の選択動機において学生たちの脳裡に国際性ということがあったわげである。
国際杜会におげるわが国の政治的・経済的比重が増して来て以来，とりわげ欧
米において日本への関心が高まり，様々な角度から論評が加えられ，精致な研
究が続々と発表されていることからも，われわれ，すたわち教員，学生共々，
否応なしに自己を客観視L，相対化して観察するといった態度が必要となるの
である。その際，日本の現実が海外の人々の目にどう映じているか，それを知
ることが参考になるわげである。こうLた点にも，これらの教科書を出版Lた
ねらいの一つがあったわけである。
　毎年，様々な教科書が作られ，各々新しい要素，ねらいが盛られ，工夫され
ているわげであるが，教科書の研究開発も今後ともわれわれフランス語教員の
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大きな課題であると考える。
　以上のような点を指摘し結びにかえたいと恩う。
あ　と　が　き
　このようた多くの項目ドわたる調査ば私にとって初めてであり，整理しなが
ら，私の力量不足により質問事項の内容に一考を要するものや，主旨が必ずし
も伝わらなかったことなどにより不十分な結果Lか得られなかったものもあり，
このような調査のむずかLさを実感したわげであ乱また大事な問題点その他
を見逃していろこと。あるいは不適切な点もあると恩われる。是非，大方の御
教示と御叱正を頂げれぱ幸いである。
　最後に，この調査に御協力頂いた先生方，学生諸君，職員の方々，またコン
ピューター処理に労苦を惜しまず協力して下さった坂野友昭先生に深甚の謝意
を表するしだいである。
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